五、長瀬村一揆

１　鳥取藩最後の長瀬村一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(き),揆)
農民の大暴動起こ　　　安政７庚申（１８６０　３月８日改元万延元年となる）１２月２０日夜９ツ時（今の午後１１

る　　　　　　　　　時～午前１時の間）因・伯両国としては珍らしい大きな百姓一揆が起こり、時の大庄屋戸崎文之右衛門（玉屋）宅を４００人の農民暴徒が打ちこわしを行い、ついで、その余勢をかって、本家戸崎久右衛門（これも大EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょう),庄)屋格）宅をも襲撃せんとする大暴動があった。これが即ち「玉屋騒動」として郷土に永らくいい伝えられていたが、そのうちいつとはなく事件の発生年月日など細かい点は忘れられてしまった。

鳥取藩の記録にな　　　鳥取藩にとっては、これまた容易ならぬ騒EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょう),擾)事件であるにもかかわらず、藩庁の公日記である

い長瀬一揆　　　　　御国日記（御櫓日記）にも御目付部屋日記にも残っていない。また、丁度そのころの日記の冊子が紛失しているのも不思議である。したがって、従来一般に発行されている百姓一揆関係研究書にも取りあげられていない。

図書に始めて取り　　　ところが、最近発行された青木虹二著の「百姓一揆の年次的研究」万延元年の条に、「長瀬一揆」

上げられた長瀬　　　として初めて取り上げられた。もとより、年表風な著書であるから、内容まではくわしく説明さ
一揆　　　　　　　　れていない。しかし、これは民政経済史の研究家である鳥取大学の山中寿夫助教授が、筆者の手もとで収集した資料によって、著者に紹介したものと想像している。いずれにしても、鳥取藩としては、藩制時代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とう),棹)尾の大事件であり、農政史上ぜひその真相を明らかにし、公正な批判を加え、その史的位置を決定し、史的評価を誤らぬようにしておく必要がある。
全国の百姓一揆　　　　百姓一揆・一向一揆・町人一揆・あるいは土倉一揆・徳政一揆と、その種類も件数も全国的に古今を通じて枚挙にいとまもないほどであるが、これを書としてまとめられたのは、有賀喜左衛門・小野武夫・笠原一男・青木虹二らの著書で、なかでも、昨４１年１月新生社から発行された青木虹二著の「百姓一揆の年次的研究」によれば、戦国時代から幕末まで、昨年の調査時点で３，８００余件を数えあげられている。長瀬一揆がその中に１件加わったわけである。他県にもこの程度のものがまだうもれている場合があるかも知れない。最近、「明治農民騒擾の年次的研究」を同じ新生社から発行しているが、この中の件数を加えれば、今日までの一揆件数はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばく),莫)大なものとなるであろう。
